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第
年

二
〇
〇
一
年
八
月
二
四
・
二
五
日
、

日
本
看
護
歴
史
学
会
は
第
十
五
回
目
の

大
会
を
暑
い
名
古
屋
の
地
で
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
七
年
に
第

一
回
大
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ
て
よ
り
、

様
々
な
地
域
で
、
そ
の
年
々
、
歴
史
的

に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

会
報
の
創
刊
号
を
紐
解
い
て
み
ま
す

と
、
亀
山
氏
が
看
護
史
の
分
野
の
多
岐

に
わ
た
っ
て
「
豊
か
な
創
造
性
を
求
め
、

新
た
な
息
吹
き
を
」
吹
き
込
む
こ
と
を

提
唱
さ
れ
、
こ
の
会
の
す
す
む
べ
き
道

を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
紀
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
・
私
達
は

広
く
看
護
の
歴
史
に
関
心
を
向
け
る
き
っ

か
け
と
し
て
「
看
護
史
を
ひ
ろ
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

何
を
歴
史
か
ら
考
え
る
の
か
、
歴
史
研

究
は
何
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
か
を

見
つ
め
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
特
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
と
同
時
代
に
生
き
て
、
医
療
の
分
野

に
大
き
な
貢
献
を
な
し
、
ま
た
自
分
の

信
念
と
情
熱
で
生
き
た
「
マ
リ
ー
・
キ
ュ

リ
ー
夫
人
」
に
つ
い
て
の
特
別
講
演
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
。
人
間
の
生
き
方

を
学
び
、
同
時
に
史
実
を
通
し
て
何
を

学
ぶ
べ
き
か
、
研
究
領
域
の
広
が
り
や

史
料
の
発
掘
等
を
考
え
る
機
会
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
学
看
護
学
部
長
で
あ
．
る

小
玉
香
津
子
氏
を
講
師
に
、
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
看
護
史
上
の

人
々
や
場
所
を
一
〇
年
に
わ
た
り
訪
ね

て
旅
さ
れ
た
「
看
護
史
の
旅
」
の
写
真

展
を
行
い
ま
す
。
昨
年
の
看
護
用
具
や

看
護
婦
・
医
療
関
係
の
郵
便
切
手
、
近

代
看
護
婦
発
祥
一
〇
〇
年
記
念
パ
ネ
ル

等
の
史
料
展
示
に
引
き
続
き
、
本
学
会

な
ら
で
は
の
、
か
け
が
え
の
な
い

史
料
に
触
れ
て
頂
け
る
機
会
と
な

る
と
思
い
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
、
目
で
見
て
そ
の
時
々
を

思
い
起
こ
す
、
そ
の
時
そ
の
人
々

が
ど
ん
な
場
所
で
何
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な

思
い
を
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
0会

員
の
研
究
発
表
や
分
科
会
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
か
ら
の

貴
重
な
史
料
や
情
報
提
供
が
会
員

相
互
の
活
発
な
交
流
に
つ
な
が
り
、

関
心
分
野
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
へ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、

手
が
か
り
を
得
ら
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。「

温
故
知
新
」
　
「
稽
古
照
今
」

歴
史
を
ひ
も
ど
き
、
過
去
に
学
び
、

認
識
を
新
た
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
0多

く
の
方
々
の
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

池も

お
問
い
合
わ
せ
先

大
会
準
備
委
員
長
　
大
平
政
子

〒
四
六
七
－
八
六
〇
一

名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
川
澄
一

番
地
名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部

皿
＆
鞘

〇
五
二
－
八
五
三
－
八
〇
四
八
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新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

※
（
　
）
内
は
会
員
番
号

田
島
香
代
子
（
苫
－
冨
e

酒
井
　
英
美
（
亭
畠
ヨ

［
札
幌
医
科
大
学
保
健
医
療
学
部
］

山
崎
不
二
子
（
〇
千
≡
∞
）

［
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
看
護
栄
養
学
部
］

鎌
田
　
澄
子
（
苫
占
○
豊

［
聖
母
女
子
短
期
大
学
］

松
山
　
友
子
（
○
？
占
－
○
）

山
遵
　
素
子
（
苫
I
O
E
）

生
野
　
繁
子
（
冨
1
0
－
豊

［
九
州
看
護
福
祉
大
学
］

増
尾
由
紀
子
（
富
－
0
－
豊

［
帝
京
平
成
看
護
短
期
大
学
］

守
屋
　
治
代
（
富
ム
ー
告

［
東
京
女
子
医
科
大
学
］

岡
田
　
政
子
（
王
－
0
－
豊

坪
屋
　
悦
子
（
苫
ム
ー
e

［
足
利
短
期
大
学
］

加
藤
　
直
子
（
苫
ム
ー
ゴ

［
岐
阜
医
療
技
術
短
期
大
学
］

門
田
い
く
江
（
○
？
占
－
0
0
）

［
石
川
県
立
総
合
看
護
専
門
学
校
］

須
藤
　
葵
（
茎
－
0
－
豊

［
大
阪
医
科
大
学
付
属
看
護
専
門
学
校
］

沢
口
　
郁
（
言
I
O
g
）

川
北
　
敬
子
（
〇
千
〇
だ
）

［
ベ
ル
学
園
衛
生
看
護
専
攻
科
］

高
田
み
つ
子
（
吉
－
O
N
N
）

［
杏
林
大
学
保
健
学
部
］

吉
留
　
厚
子
（
O
T
冨
－
）

［
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
］

佐
藤
　
淑
子
（
O
T
言
N
）

［
看
護
史
研
究
会
］

阿
部
　
恭
子
（
O
T
書
聖

大
島
　
操
（
O
T
富
士

伊
藤
　
幸
代
（
O
T
0
0
豊
　
　
　
．

［
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
］

友
国
一
子
（
O
T
0
0
の
）

［
名
古
屋
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
］

中
井
　
英
江
（
O
T
三
〇
　
　
　
．

村
田
三
加
事
（
O
T
0
0
∞
）

運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
約
四

〇
名
の
方
が
二
年
以
上
会
費
未
納
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
未
納
額
を
確
認
さ
れ
た
い
方

は
、
会
計
の
大
平
政
子
氏
（
〒
4
6
7
－

住
所
録
作
成
に
当
た
っ
て

今
年
は
、
幹
事
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、

従
来
通
り
住
所
録
作
成
の
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
最
近
は
特
に
住
所
変
更

が
多
く
、
事
務
局
で
も
混
乱
し
て
お
り
、

会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
す
。

っ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
正
確
な
住
所

を
把
握
す
る
た
め
に
同
封
の
葉
書
を
ご

確
認
の
上
（
訂
正
箇
所
を
朱
書
き
で
訂

正
）
、
八
月
下
旬
ま
で
に
ご
返
送
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

l
本
年
度
の
会
費
（
四
〇
〇
〇
円
）
を

向
封
の
振
り
込
み
取
扱
票
に
て
納
入
お

願
い
し
ま
す
。

本
会
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費
収
入
で

名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
川
澄
一
番
地

名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
）
　
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
会
則
6
条
の
規
定
に
よ
り
、

年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
し
た
方
は
、

会
員
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

◆
本
会
の
出
版
物
を
お
求
め
の
方
は
、

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

『
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
』
『
日
本

看
護
歴
史
学
会
誌
』
共
に
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
で
欠
号
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
r
近
代
看
護
婦
発
祥
一
〇
〇
年
記

念
・
看
護
婦
一
〇
〇
年
の
歩
み
」
は
品

切
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
本
会
の
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
お
求

め
の
方
も
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

看
護
婦
・
保
健
婦
・
助
産
婦
の
三
種
類

で
、
各
八
〇
〇
円
で
す
。
看
護
婦
の
カ
ー

ド
は
残
部
わ
ず
か
で
す
。

◆
幹
事
選
挙
に
先
駆
け
、
各
会
員
の
住

所
等
の
確
認
作
業
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
何
件
か
住
所
変
更
の

連
絡
を
頂
き
な
が
ら
そ
の
ま
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
り
、
入
会
い
た
だ
い
た
の
に
登

録
が
遅
れ
た
り
等
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

「
何
を
歴
史
か
ら
考
え
る
の
か
、
歴

史
研
究
は
何
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の

か
を
見
つ
め
る
」
機
会
と
な
る
第
一
五

回
名
古
屋
大
会
、
看
護
学
の
こ
れ
か
ら

先
を
考
え
る
糧
に
し
て
い
け
た
ら
と
願

い
つ
つ
、
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
（
お
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
十
六
号

発
行
責
任
者

山
本
捷
子

日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学

編
集
責
任
者

岡
山
寧
子

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
禦
脚
　
京
那
銅
東
人

中
御
霊
町
四
二
〇

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

m
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
山

根
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
岡
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